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○
環
境
省
令
第
三
号 

浄
化
槽
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
四
十
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十

八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
環
境
省
関
係
浄
化
槽
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。 

令
和
二
年
二
月
七
日 

環
境
大
臣 

小
泉
進
次
郎 

環
境
省
関
係
浄
化
槽
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令 

環
境
省
関
係
浄
化
槽
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
厚
生
省
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ

う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ

を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
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新
た
に
追
加
す
る
。 

改 
 
 
 
 
 
 

正 
 
 
 
 
 
 

後 

改 
 
 
 
 
 
 

正 
 
 
 
 
 
 
 

前 

目
次 

 

第
一
章 

浄
化
槽
の
保
守
点
検
及
び
清
掃
等
（
第
一
条
―
第
九
条
の
五
） 

 

第
一
章
の
二 

浄
化
槽
処
理
促
進
区
域
（
第
九
条
の
六
―
第
九
条
の
十
一 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 

第
一
章
の
三 

浄
化
槽
清
掃
業
の
許
可
（
第
十
条
―
第
十
四
条
） 

第
二
章
～
第
七
章 

（
略
）  

 

附
則 

 

（
清
掃
の
技
術
上
の
基
準
） 

第
三
条 

法
第
四
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
浄
化
槽
の
清
掃
の
技
術
上
の
基 

準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
五 

（
略
） 

 

六 

第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
の
休
止
に
当

た
っ
て
清
掃
を
す
る
場
合
に
は
、
汚
泥
、
ス
カ
ム
、
中
間
水
等
の
引
き
出

し
は
全
量
と
す
る
こ
と
。 

七
～
十 

（
略
） 

十
一 

槽
内
の
洗
浄
に
使
用
し
た
水
は
、
引
き
出
す
こ
と
。
た
だ
し
、
使
用

の
休
止
に
当
た
っ
て
清
掃
を
す
る
場
合
を
除
き
、
嫌
気
ろ
床
槽
、
脱
窒
ろ

床
槽
、
消
毒
タ
ン
ク
、
消
毒
室
又
は
消
毒
槽
以
外
の
部
分
の
洗
浄
に
使
用

目
次 

 

第
一
章 

浄
化
槽
の
保
守
点
検
及
び
清
掃
等
（
第
一
条
―
第
十
四
条
） 

 

（
新
規
） 

  

（
新
規
） 

 

第
二
章
～
第
七
章 

（
略
） 

 

附
則 

 

（
清
掃
の
技
術
上
の
基
準
） 

第
三
条 

法
第
四
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
浄
化
槽
の
清
掃
の
技
術
上
の
基 

準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
五 

（
略
） 

 

（
新
規
） 

  

六
～
九 

（
略
） 

十 
槽
内
の
洗
浄
に
使
用
し
た
水
は
、
引
き
出
す
こ
と
。
た
だ
し
、
嫌
気 

ろ
床
槽
、
脱
窒
ろ
床
槽
、
消
毒
タ
ン
ク
、
消
毒
室
又
は
消
毒
槽
以
外
の
部

分
の
洗
浄
に
使
用
し
た
水
は
、
一
次
処
理
装
置
、
二
階
タ
ン
ク
、
腐
敗
室
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し
た
水
は
、
一
次
処
理
装
置
、
二
階
タ
ン
ク
、
腐
敗
室
又
は
沈
殿
分
離
タ

ン
ク
、
沈
殿
分
離
室
若
し
く
は
沈
殿
分
離
槽
の
張
り
水
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

十
二 

（
略
） 

十
三 

使
用
の
休
止
に
当
た
っ
て
清
掃
を
す
る
場
合
に
は
、
一
次
処
理
装
置

、
二
階
タ
ン
ク
、
腐
敗
室
又
は
沈
殿
分
離
タ
ン
ク
、
沈
殿
分
離
室
及
び
沈

殿
分
離
槽
の
張
り
水
に
は
、
水
道
水
等
を
使
用
す
る
こ
と
。 

十
四
・
十
五 

（
略
） 

  

（
保
守
点
検
の
回
数
の
特
例
）  

第
六
条 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

法
第
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
開
の
届
出
に
当
た
っ
て
保
守

点
検
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

法
第
十
条
第
一
項
に
基
づ
く
保
守
点
検
と
み
な
す
。 

５ 

駆
動
装
置
又
は
ポ
ン
プ
設
備
の
作
動
状
況
の
点
検
及
び
消
毒
剤
の
補
給
は

、
前
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
使
用
の
休
止
の
届
出
） 

第
九
条
の
三 

法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
休
止
の
届
出
は
、
様

式
第
一
号
の
届
出
書
に
、
清
掃
の
記
録
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

又
は
沈
殿
分
離
タ
ン
ク
、
沈
殿
分
離
室
若
し
く
は
沈
殿
分
離
槽
の
張
り
水

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

十
一 

（
略
） 

（
新
規
） 

  

十
二
・
十
三 

（
略
） 

  

（
保
守
点
検
の
回
数
の
特
例
）  

第
六
条 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

（
新
規
） 

  

４ 

駆
動
装
置
又
は
ポ
ン
プ
設
備
の
作
動
状
況
の
点
検
及
び
消
毒
剤
の
補
給
は

、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

  

（
新
規
） 
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（
使
用
の
再
開
の
届
出
） 

第
九
条
の
四 

法
第
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
開
の
届
出
は
、
様

式
第
一
号
の
二
の
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
廃
止
の
届
出
） 

第
九
条
の
五 

法
第
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
一
号
の
三

の
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

  
 
 

第
一
章
の
二 

浄
化
槽
処
理
促
進
区
域 

 

（
浄
化
槽
処
理
促
進
区
域
の
指
定
の
公
告
） 

第
九
条
の
六 

法
第
十
二
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
浄
化
槽
処

理
促
進
区
域
の
位
置
及
び
区
域
に
つ
い
て
、
市
町
村
長
が
定
め
る
方
法
で
行

う
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
公
告
は
、
市
町
村
長
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
す
る
図
面
で
行

う
も
の
と
す
る
。 

  

（
設
置
等
） 

第
九
条
の
七 

市
町
村
は
、
法
第
十
二
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を

得
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
る
土
地
の
所
有
者
及
び
当
該

浄
化
槽
で
汚
水
を
処
理
さ
せ
る
建
築
物
の
所
有
者
に
対
し
、
設
置
計
画
の
概

要
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
書
面
に
よ
り
同
意
を
得
な
け

 

（
新
規
） 

  

（
廃
止
の
届
出
） 

第
九
条
の
三 

法
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
一
号
の
届

出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

 

（
新
規
） 

  

（
新
規
） 

      
（
新
規
） 
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れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
九
条
の
八 

市
町
村
は
、
法
第
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
浄
化
槽
の
管
理

を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
寄
贈
又
は
寄
託
を
受
け
る
こ
と
に
つ
き
、
当
該

浄
化
槽
の
所
有
者
か
ら
書
面
に
よ
り
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
排
水
設
備
の
設
置
の
承
認
） 

第
九
条
の
九 

法
第
十
二
条
の
十
第
一
項
の
承
認
の
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

汚
水
を
公
共
浄
化
槽
に
流
入
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
排
水
設
備
を
設 

置
し
よ
う
と
す
る
建
築
物
の
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称 

二 

当
該
建
築
物
の
所
在
地
及
び
用
途 

 

三 

処
理
対
象
人
員
及
び
算
定
根
拠 

  

（
使
用
の
開
始
の
届
出
） 

第
九
条
の
十 

法
第
十
二
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
使
用
開
始
年
月

日
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

  

（
排
水
設
備
の
使
用
廃
止
の
届
出
） 

第
九
条
の
十
一 

法
第
十
二
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
建
築

物
の
撤
去
予
定
年
月
日
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。 

  

（
新
規
） 

    

（
新
規
） 

       

（
新
規
） 

   （
新
規
） 
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第
一
章
の
三 

浄
化
槽
清
掃
業
の
許
可 

 

（
標
識
の
記
載
事
項
等
） 

第
十
三
条 

（
略
） 

２ 

法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
浄
化
槽
清
掃
業
者
が
掲
げ
る
標
識
は
、
様

式
第
一
号
の
四
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
十
四
条 

（
略
） 

  
 
 

第
二
章
～
第
五
章 

（
略
） 

  
 
 

第
六
章 

指
定
検
査
機
関 

 

第
五
十
四
条
～
第
五
十
七
条 

（
略
） 

 

（
浄
化
槽
台
帳
の
作
成
） 

第
五
十
七
条
の
二 

法
第
四
十
九
条
第
一
項
第
三
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

設
置
届
出
年
月
日
、
浄
化
槽
の
種
類
そ
の
他
の
設
置
に
関
す
る
事
項 

 

二 

使
用
開
始
年
月
日
、
休
止
年
月
日
そ
の
他
の
使
用
に
関
す
る
事
項 

 

三 

保
守
点
検
の
実
施
状
況
に
関
す
る
事
項 

 （
新
規
） 

 

（
標
識
の
記
載
事
項
等
） 

第
十
三
条 

（
略
） 

２ 

法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
浄
化
槽
清
掃
業
者
が
掲
げ
る
標
識
は
、 

様
式
第
一
号
の
二
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
十
四
条 

（
略
） 

  
 
 

第
二
章
～
第
五
章 

（
略
） 

  
 
 

第
六
章 

指
定
検
査
機
関 

 

第
五
十
四
条
～
第
五
十
七
条 

（
略
） 

  

（
新
規
） 

    



  

7 

 
四 

清
掃
の
実
施
状
況
に
関
す
る
事
項 

 
五 
そ
の
他
当
該
浄
化
槽
の
管
理
に
関
し
参
考
と
な
る
事
項 

２ 

浄
化
槽
台
帳
の
記
録
又
は
記
録
の
修
正
若
し
く
は
消
去
は
、
こ
の
法
律
の

規
定
に
よ
る
届
出
そ
の
他
の
情
報
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
と
し
、
都
道
府
県

知
事
は
、
浄
化
槽
台
帳
の
正
確
な
記
録
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。 

３ 

都
道
府
県
知
事
は
、
浄
化
槽
台
帳
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
指
定
検
査
機

関
そ
の
他
当
該
事
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め

ら
れ
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

（
協
議
会
） 

第
五
十
七
条
の
三 

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
協
議
会
を
組
織
す
る
に
当
た

つ
て
は
、
当
該
協
議
会
の
組
織
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
も
の
と
な
る
よ

う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

  
 
 

第
七
章 

（
略
） 

  
 
 

附
則 

  

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第

一
章
及
び
第
三
十
七
条
（
法
第
五
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら

           

（
新
規
） 

    
 
 

第
七
章 

（
略
） 

  
 
 

附
則 

  

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一

章
及
び
第
三
十
七
条
（
法
第
五
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
五

号
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
年
十
月
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第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
昭
和
六
十

年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

（
特
定
既
存
単
独
処
理
浄
化
槽
に
対
す
る
措
置
に
関
す
る
指
針
） 

２ 

環
境
大
臣
は
、
特
定
既
存
単
独
処
理
浄
化
槽
に
対
す
る
措
置
に
関
し
、
そ

の
適
切
な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
指
針
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

   

（
新
規
） 

  

（
新
規
） 
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（
新
規
） 
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附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
省
令
は
、
浄
化
槽
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
準
備
行
為
） 

２ 

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
環
境
省
関
係
浄
化
槽
法
施
行
規
則
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
既
存
単
独
処
理
浄

化
槽
に
対
す
る
措
置
に
関
す
る
指
針
の
策
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
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う
こ
と
が
で
き
る
。 

 




